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鳥取砂丘コナン空港第２期コンセッション総合的アドバイザリー業務に係る調達公告の質問 

回答書について（通知） 

 

 

 このことについて、下記のとおり通知します。 

 

記 

 

調達公告に関する質問回答書（その２） 

業 務 名 鳥取砂丘コナン空港第２期コンセッション総合的アドバイザリー業務 

提出年月日 令和５年３月３１日（金） 

質問事項 回  答 

(１)企画提案書等作成要領 1提出書類及び作成要

領 経費見積書について 
経費見積書において、なお、本業務予算額を

見込んでの算定を求められておりますが、こ

の金額に関する10％について、免除の場合を

除き、契約保証金として納付することが求め

られると認識しておりますが、納付した場合

には、どのような形で還付（返金）されるの

か、すなわち、令和5年度から令和8年度まで

の各年度において業務履行に応じて段階的に

還付（返金）されることになるのか、4年間の

業務が終了するまで全額が還付（返金）され

ないのか、という点につきまして、貴県ルー

ルがございましたらご教示いただけますと幸

いです。 

例えば、仮に経費見積が予算通りの 143,000 千

円（令和５年度分 61,600 千円、令和６年度分

34,100 千円、令和７年度分 40,700 千円、令和

８年度分 6,600千円）であったとした場合には、

契約保証金は 14,300千円となると思いますが、

これが令和 5 年度に 6,160 千円、令和 6 年度に

3,410 千円、令和 7 年度に 4,070 千円、令和 8

年度に 660 千円還付（返金）されるのか、令和

8 年度末に一括して 14,300 千円返金されるの

かという点を確認させて頂ければと思います。 
 

(１)契約保証金の免除については、提出していただい

た企画提案参加申込書（業務実績）を基に発注者

が判断します。契約保証金の納付を求めることと

する場合、今後締結する契約書に契約保証金の払

い戻しに関する条項を設けます。 

具体的には、契約履行の適正な完了が部分的に確

認でき、かつ、その部分に相当する契約保証金の

額を契約書に明確に区分しておくことで、履行完

了が確認できた部分に相当する契約保証金を払い

戻すこととします。 

ただし、払い戻しできるのは、当該部分の契約保

証金を返還しても残り部分の契約履行を確実に担

保し得る場合に限ります。 

 

（契約書に明確に区分の記載例） 

 次の表の右欄に掲げる期間の満了後、当該期間の

欄に該当する左欄に掲げる業務が適正に履行された

と認められる場合、発注者は受注者の請求に基づき、

当該業務の欄（左欄）に該当する中欄の額を限度と

して契約保証金を返還することができる。 

業務 返還額（千円） 期間 

○○業務 6,160 令和６年３月 31 日 

○○業務 3,410 令和７年３月 31 日 

○○業務 4,070 令和８年３月 31 日 

○○業務  660 令和９年３月 31 日 

合計 14,300  

 
（担当） 

空港港湾課 空港担当 安本、蔵本 

電 話：０８５７－２６－７５８６ 
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